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マントルの化学的不均質性が地震波や Sr、

Nd、Pb 同位体比などから議論されている。

しかし、厳密なモデルは確立されておらず、

より多くの情報が必要とされている。また、

マントル物質に含まれる微量元素濃度も、上

部マントルをモデル化するうえで重要な役

割を果たすと考えられる。 

カンラン石は上部マントルの主要構成鉱

物である。しかし、カンラン石の微量元素濃

度分析は玄武岩・斑レイ岩に含まれるものや

熔融実験の結果などがほとんどであり、マン

トルに直接由来するカンラン石中の微量元

素濃度の報告は多くない。特に、アクチノイ

ドであるウラン（U）やトリウム（Th）と、

その放射壊変で生成される鉛（Pb）について

は、限られた報告しかない（Heier & Carter, 

1964; Cargnan et al., 1996; De Hoog et al., 2010

など）。本研究では、マントル由来のカンラン

石、および、蛇紋石について U、Th および Pb

の濃度を定量分析し、それらの元素の濃度範

囲を明らかにすることにした。 

カンラン石試料は、ハルツバージャイト

（トンガ海溝）、レルゾライト（マリアナ海

溝）、キンバーライト中のザクロ石レルゾラ

イト捕獲岩（南アフリカ・キンバリー）及び

玄武岩中の捕獲岩（中国・大麻坪）を用いた。 

蛇紋石類は、蛇紋岩（マリアナ海溝）、アン

チゴライト（京都府）、リザーダイト及びクリ

ソタイル（鉱物標本）の各試料を用いた。 

岩石試料については鉱物を粉砕し、包有物

の認められない試料を実体顕微鏡で採取し

た。試料を酸分解し、名古屋大学環境学研究

科の ICP-MS（アジレント・テクノロジー製

7700x）を用い、XSTC-331（SPEX）を標準物

質として定量分析を行った。 

カンラン石中の U、Th、Pb の濃度はいずれ

も数百 pg/g～数十 ng/g であった。また、蛇紋

石はいずれも数 ng/g～数百 ng/g の範囲内で

あった。 

（１）いずれの試料も検出可能な濃度の U、

Th、Pb を含んでいること、（２）産状による

ばらつきがあること、および、（３）蛇紋石は

カンラン石よりも多くの U、Th、Pb を含んで

いることが示された。 
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